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郡中学校駅伝大会

く男子松代A優勝

▼女子A三位

ゲ嫁’睡萎．

籍

健康づくりの輪を1
　9月11目は「第1回ほくほく杯親善ゲートボー

ル大会」、沿線から50チームが参加しました。10

目1日は東頸城郡中学校駅伝大会。松代中学校

からは6チームがタスキをつなぎました。男子

チームは優勝、女子も3位に輝く成績です。
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長寿と健康
　　　　彪つし，よ　で

．．．．．．．　ながいき

▲ダイヤモンド婚の仲村與三郎・カンさんご夫妻

　
今
年
も
敬
老
事
業
の
一
環
と
し
て
長
寿
者
（
満
八
十
八
歳
以
上
、
米
寿

喜
寿
）
と
金
婚
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
者
に
県
、
町
か
ら
祝
い
状
や

記
念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
該
当
者
の
中
か
ら
関
谷
町
長
は
、
ご
夫
婦
で
め
で
た
く
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
若
月
延
夫
・
キ
ク
ノ
さ
ん
夫
婦
（
海
老
・
あ
め
や
）
と
金
婚
の

山
岸
清
志
・
ス
ミ
イ
さ
ん
夫
婦
（
蒲
生
・
ぜ
ん
し
ろ
う
）
、
そ
し
て
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
の
仲
村
與
三
郎
・
カ
ン
さ
ん
夫
婦
（
儀
明
・
ま
ん
ぞ
う
）
の

お
宅
を
訪
れ
祝
福
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
町
の
長
寿
一
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
百
二
歳
の
山
本
オ
キ
さ

　
　
（
孟
地
・
ど
う
の
し
た
）
。
山
本
さ
ん
は
牧
村
の
武
田
チ
マ
さ
ん
と
と
も

に
郡
内
最
高
齢
と
の
こ
と
で
す
。
蒲
生
の
小
堺
ヤ
ス
さ
ん
（
増
村
屋
）
は

百
一
歳
、
大
島
村
の
高
野
ツ
ヂ
さ
ん
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　
次
に
、
松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
提
供
さ
れ
た
本
年
度
の
敬
老
事

業
該
当
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
こ
覧
く
だ
さ
い
。

．

蘇
孝
ヤ
垂
ン
総
婚

　
　
　
　
　
　
（
婚
姻
6
0
年
）

小
島
仙
太
郎
・
マ
サ
イ

　
　
　
　
　
（
犬
伏
・
せ
ん
す
け
）

仲
村
典
三
郎
・
カ
ン

　
　
　
　
　
（
儀
明
・
ま
ん
ぞ
う
）

横
尾
　
嘉
吉
・
リ
ョ

　
　
　
　
　
（
峠
・
か
ん
ぜ
ん
さ
）

　
　
　
　
　
　
（
婚
姻
5
0
年
）

高
橋
　
芳
平
・
ハ
ツ
子

　
　
　
　
　
（
松
代
・
ま
つ
だ
や
）

関
谷
源
次
郎
・
ミ
ツ

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
い
す
け
）

市
川
　
栄
蔵
・
キ
ミ

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
こ
び
き
）

秋
山
　
忠
雄
・
ク
マ

　
　
　
　
　
（
松
代
・
せ
い
は
ち
）

鈴
木
　
利
雄
・
ウ
メ
ノ

　
　
　
　
　
（
松
代
・
は
ち
ぜ
ん
）

市
川
子
之
吉
・
操

　
　
　
　
　
（
松
代
・
さ
く
え
ん
）

鈴
木
　
重
廣
・
マ
ツ
ノ

　
　
　
　
　
（
松
代
・
な
り
た
や
）

柳
正
已
・
キ
ヨ
シ

　
　
　
　
（
松
代
・
ま
つ
ば
ら
や
）

重
野
与
一
郎
・
サ
ダ

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
し
げ
の
）

寺
崎
　
直
孝
・
タ
ケ
ヨ

　
　
　
　
　
（
松
代
・
て
ら
さ
き
）

富
澤
　
和
平
・
ト
セ

　
　
　
　
　
（
小
荒
戸
・
む
け
だ
）

菅
井

高
橋

柳関
谷

柳高
橋

弘
一
・
キ
ク
ノ

　
（
小
荒
戸
・
さ
わ
い
り
）

一
雄
・
ト
モ
エ

　
　
（
菅
刈
・
し
ん
た
く
）

福
門
・
ミ
ツ
イ

　
　
　
　
（
小
屋
丸
・
前
）

吉
蔵
・
幸
枝

　
　
（
千
年
・
ま
ご
き
ち
）

政
喜
・
マ
キ

　
　
（
千
年
・
や
ま
ま
さ
）

辰
雄
・
サ
ツ

　
　
（
千
年
・
げ
ん
べ
え
）

小
野
島
松
蔵
・
雅
子

　
　
　
　
　
（
会
沢
・
か
く
べ
え
）

萬
羽
　
吉
種
・
ハ
ル
ノ

　
　
　
　
　
（
会
沢
・
し
ん
た
く
）

萬
羽
　
和
幸
・
ヨ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
沢
・
前
）

秋
山
　
甚
蔵
・
ハ
ル

　
　
　
　
　
（
清
水
・
か
く
ぜ
ん
）

中
島
　
音
作
・
ク
ニ

　
　
　
（
海
老
・
う
え
う
し
く
び
）

石
沢
　
源
一
・
ヨ
リ

　
　
　
　
　
　
（
海
老
・
し
ん
や
）

石
沢
　
和
平
・
ト
リ

　
　
　
　
　
　
　
（
海
老
・
は
じ
）

若
月

柳池
田

齋
藤

政
市
・
ヒ
メ

　
　
　
（
海
老
・
き
へ
い
）

弟
台
●
ト
リ

ー
、
γ

　
（
犬
伏
・
お
き
の
い
り
）

菊
平
・
モ
ト

　
（
田
野
倉
・
す
ぎ
は
ら
）

良
二
・
ス
ズ

（
田
野
倉
・
て
っ
き
ょ
う
）

＼
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鼎
雛
懲
驚

聡『☆噸

▲デイサービスセンターでは「リハビリ体操」

　楽しそうでした。

簾

▼ご夫婦で米寿の若月延夫・キクノさんご夫妻と

　その家族

▲金婚の山岸清志・スミイさんご夫妻と

　そのご家族

　
　
　
　
　
　
轡
　
　
　
　
議

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ほ
の
ぽ
の
園
か
ら
拾
っ
て

き
ま
し
た
。

一
、
風
邪
を
ひ
か
ず
に
転
ば
ず
に

　
笑
い
忘
れ
ず
よ
く
し
ゃ
べ
り

　
頭
と
足
腰
使
う
人

　
元
気
あ
る
人
ボ
ケ
ま
せ
ん

二
、

三
、

ス
ポ
ー
ッ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
囲
碁
、

俳
句
　
趣
味
の
あ
る
人
味
も
あ

る
　
異
性
に
関
心
持
ち
な
が
ら

色
気
あ
る
人
ボ
ケ
ま
せ
ん

年
を
と
っ
て
も
白
髪
で
も

頭
は
げ
て
も
ま
だ
若
い

演
歌
歌
つ
て
ア
ン
コ
ー
ル

生
き
が
い
あ
る
人
ボ
ケ
ま
せ
ん

鮮訊

轟

　
　
　
　
　
5
貞
講

　
　
　
　
麟

　
　
　
　
触

　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
叢
鍵

魁
臨
麟
難
囎
熱
メ

　
　
　
　
孟

　
．
議
鳳

　
　
．
践
　
態
－

齋
藤
　
栄
寿
・
キ
ヨ

　
　
（
田
野
倉
・
げ
ん
ざ
え
も
ん
）

齋
藤
　
謙
市
・
コ
メ

　
　
　
　
（
田
野
倉
・
ろ
く
ろ
う
）

池
田
福
一
郎
・
ヒ
サ

　
　
　
　
（
田
野
倉
・
か
わ
さ
き
）

山
岸
　
一
雄
・
ス
サ
ノ

　
　
　
　
　
（
仙
納
・
あ
ち
ま
え
）

高
橋
　
新
平
・
節
子

　
　
　
　
　
（
莇
平
・
ひ
め
き
や
）

山
岸
茂
平
治
・
ト
ラ

　
　
　
　
　
（
蒲
生
・
や
の
き
ち
）

山
岸
　
清
志
・
ス
ミ
イ

　
　
　
　
（
蒲
生
・
ぜ
ん
し
ろ
う
）

美
濃
和
　
英
・
あ
つ

　
　
　
　
　
（
福
島
・
と
く
え
ん
）

米
持
　
正
輝
・
サ
ダ
ヲ

　
　
　
　
　
（
｛
至
野
・
一
二
⊥
ハ
商
ム
ム
）

米
持
　
昭
一
・
ト
モ
エ

　
　
　
　
　
　
　
（
室
野
・
が
け
）

山
岸
政
幸
・
エ

　
　
　
（
室
野
・
ま
た
ざ
え
も
ん
）

佐
藤
　
喜
義
・
ケ
サ
ノ

　
　
　
　
（
木
和
田
原
・
ま
え
だ
）

石
野
　
留
蔵
・
サ
ン

　
　
　
　
　
（
木
和
田
原
・
た
に
）

鶉
歳
到
達
者

市
川
　
ヌ
イ
（
池
之
畑
・
は
し
ば
）

宮
澤
　
文
平
　
　
（
下
山
・
た
な
か
）

　
　
　
　
歳
以
土

山
本
　
オ
キ
（
孟
地
・
ど
う
の
し
た
）

小
堺
　
ヤ
ス
　
　
（
蒲
生
・
増
村
屋
）

　
　
　
　
寿
（
。
。
Q
o
歳
）

福
原
　
セ
キ
（
松
代
・
ふ
く
は
ら
）

関
谷
　
カ
ネ
（
松
代
・
ひ
こ
し
ち
）

関
谷
　
ヨ
キ
　
　
（
松
代
・
つ
ね
さ
）

鈴
木
　
マ
セ
（
松
代
・
し
ん
ま
ち
）

佐
藤
　
盛
義
（
室
野
・
い
ち
ろ
う
い
ん
）

柳
　
亥
之
松
（
松
代
・
さ
わ
だ
や
）

柳
　
　
久
吉
（
菅
刈
・
か
じ
や
し
き
）

山
賀
　
ハ
ル
（
池
之
畑
・
こ
う
ぞ
う
）

若
井
　
キ
イ
　
　
（
蓬
平
・
か
じ
や
）

若
月
　
延
夫
　
　
（
海
老
・
あ
め
や
）

若
月
キ
ク
ノ
　
　
（
海
老
・
あ
め
や
）

若
月
　
ヒ
デ
（
海
老
・
あ
た
し
ゃ
）

村
山
ひ
さ
ゐ

　
　
（
室
野
・
あ
っ
ち
ゃ
ん
ど
う
）

米
持
　
清
澄
（
室
野
・
か
す
み
や
）

山
岸
多
一
郎
（
室
野
・
む
ろ
た
や
）

横
尾
フ
ジ
ノ
（
峠
・
上
の
ほ
し
ば
）

牧
田
　
キ
イ
　
　
（
峠
・
た
ん
ぼ
）

中
沢
　
常
雄
（
木
和
田
原
・
せ
い
じ
ん
）

　
例
年
掲
載
し
て
き
ま
し
た
長
寿
者

番
付
（
九
月
十
五
日
現
在
）
は
、
本

年
度
か
ら
掲
載
し
な
い
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
十
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
個
人
情
報
保
護
条
例
に

よ
る
も
の
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
保
護
し
基
本
的
人
権
を
守
る
た
め

の
措
置
で
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
で
発

行
し
て
い
た
長
寿
者
番
付
も
、
同
様

の
主
旨
か
ら
来
年
度
の
発
行
を
差
し

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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松代町の職員の

鍮与●竃園等の囎腸を

①　職員の平均給料月額及び平均年鹸の状況

　　　　　　　　　　　　　　　（平成10年4目1目現在）

お知らせします。

町職員の給与等の実態について、次のとおり公表します。

区分
一般懸戴職 摸能欝務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

松磯㎎
　　　　　円
315，200

　　歳
41．9

　　　　　円
292，800

　　歳
52．2

新潟繋
　　　　　円
354，810

　　歳
41．1

　　　　　円
329，309

　　歳
44．8

圏
　　　　　円
315，850

　　歳
39．3

　　　　　円
283，812

　　歳
47．8

②　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　（平成10年4目1日現在）

平成9年度普通会計決算
区　　　分

　経験葎数

1薩以却5鱗講

　経験無数

驚i鍬整麟蒙蒲

　経験蕪数

麟1以麺鱗鎌満

平成9年度普通会計決算

区分
建属茎蒸
i欝張叢麟

礁簾調
歳圏額鐵 箋賛収叢 戴欝饗B

戴楼議率

綿灘細

鯵麹
8葎農の

太群灘馨

一般欝稼職
大学卒 298，500円 360，000円

高校卒 234，600円 252，700円 319，300円 薄難度
平成10，3，31

4，532人

4，193，314

　　干円

93，608

　干円

723，765

　　干円

17．3

　　％

16．4

　　％

技能労務職
高校卒 281，500円

（注）人件費には、特別職及び議員に支給される給料、報酬等を含む。
中学卒 237，400円

（注）人件費には、特別職及び議員に支給される給料、報酬等を含む。

職
員
数
・
職
種
の
説
明

ω
給
与
の
状
況
欄

・
一
般
行
政
職
（
左
記
の
職
種
を

れ
が
完
成
し
、
事
業
開
始
時
点
で

企
業
職
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
除
い
た
も
の
）

・
税
務
職
（
税
務
係
職
員
）

・
栄
養
士

・
保
健
婦

・
企
業
職
（
水
道
係
職
員
）

・
技
能
労
務
職
（
運
転
手
、

　
　
　
　
学
校
用
務
員
）

　
一
般
職
員
数
計

　
7
1
人

　
4
人

　
1
人

　
3
人

　
3
人

用
務
員

　
8
人

　
90
人

　
　
　
（
H
1
0
年
4
月
1
日
現
在
）

※
　
下
水
道
係
職
員
に
つ
い
て
は
、

　
現
在
施
設
を
建
設
中
で
あ
り
、
こ

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している

　　場合は採用後の年数をいう。

◎　特別職及び議員給料等の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成10年4目1日現在）

匿　　鐙 総糖網額簿 匿　　分 9無慶糞総割念

総
　
　
轟

町　長

助役
教育長

713，000円

．559，000円

520，000円 期
来
霧
覇

町　長

助役
教育長

6目期　　1．6目分

12目期　　1．9目分

3目期　　0．5目分

計　　　4．0目分

報
　
　
酬

議　長

副議長

議　員

242，000円

180，000円

160，000円

議長
副議長

議員

6目期　　1．6月分

12月期　　1．9月分

3月期　　0．5月分

計　　　4．0月分’

㈹
　
定
員
の
状
況
欄

《
普
通
会
計
部
門
》
ー

　
一
般
行
政
部
門
＋
特
別
行
政
部
門

《
一
般
行
政
部
門
》

特
別
行
政
部
門
及
び

　
　
　
公
営
企
業
等
を
除
く
職
種

《
特
別
行
政
部
門
》

教
育
委
員
会
の
職
員
並
び
に
学
校

　
　
　
用
務
貝
（
教
育
長
を
含
む
）

《
公
営
企
業
等
》

水
道
係
、
下
水
道
係
、
そ
の
他

　
（
そ
の
他
は
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
及
び
老
人
保
健
担
当
）

　
　
　
※
　
定
員
の
状
況
で
は
、

※一般職員の手当は￥期末4．05目分、勤勉1。2目分です。

教
育
長
が
含
ま
れ
る
た

め
、
給
与
関
係
欄
よ
り

一
人
多
く
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
職
員
に
ハ
町

長
、
助
役
を
加
え
た
9
3

人
が
、
平
成
1
0
年
4
月

1
日
現
在
の
全
職
員
数

で
す
．

　
な
お
、
東
頸
城
広
域

組
合
と
十
日
町
地
域
消

防
本
部
に
は
2
人
が
出

向
し
て
い
ま
す
が
、
給

与
は
出
向
先
よ
り
支
給

さ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

自転蘇の諜羨れ

月に一度は

　　念入りな整備を

　
い
つ
も
外
に
置
き
っ
ぱ
な
し
で
、

汚
れ
て
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う

こ
と
の
多
い
自
転
車
。
で
も
、
泥
汚

れ
が
つ
い
て
い
た
り
雨
に
濡
れ
た
ま

ま
に
し
て
お
い
た
り
す
る
と
、
サ
ビ

や
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
汚
れ

た
ら
な
る
べ
く
そ
の
日
の
う
ち
に
き

れ
い
に
す
る
よ
う
に
心
掛
け
、
で
き

れ
ば
月
に
一
度
は
念
入
り
な
掃
除
と

整
備
を
し
た
い
も
の
で
す
。

　
自
転
車
の
掃
除
は
、
全
体
の
泥
汚

れ
や
ほ
こ
り
を
ふ
き
と
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
す
。
固
く
絞
っ
た
ぬ
れ
雑
巾

で
水
ぶ
き
し
、
そ
の
後
、
乾
い
た
雑

巾
で
水
気
を
よ
く
ふ
き
と
り
ま
す
。

手
あ
か
な
ど
の
つ
き
や
す
い
ハ
ン
ド

ル
や
サ
ド
ル
の
汚
れ
は
、
台
所
洗
剤

の
薄
め
液
を
使
う
と
き
れ
い
に
な
り

ま
す
。
ス
ポ
ー
ク
、
リ
ム
（
自
転
車

の
金
属
わ
く
）
、
ハ
ン
ド
ル
な
ど
の
ス

テ
ン
レ
ス
部
分
に
サ
ビ
が
出
て
い
た

ら
、
金
属
用
の
つ
や
出
し
剤
を
つ
け

た
布
で
ひ
と
ふ
き
。
ひ
ど
い
サ
ビ
な

ら
、
サ
ビ
と
り
剤
か
ク
リ
ー
ム
ク
レ
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②　平成10年の職員数の増減状況①　定員の状況・部門別職員の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　（平成10年4月1日現在）

鞠　1．．．『繭ミ 縫穰数 灘薫難、謹離、’i塞灘繕灘懸灘

榊
搬
・
懸
・
・
簗
、
・部．

、鰻

議　　会

1 3 ▲2

・ほくほく線開業等に伴

う地域振興関係の主要

事業減少による減員

・消防事務の一部事務組

合実施に伴う防災係の

統廃合縮小

・職員の病気療養のため

税　　務 1 ▲1 ・機構改革に伴う統廃合縮小

民　　生 1 1 ・介護保険制度導入に伴う増員

衛　　生

、’労　　働

農林水産 1 1 O ・農政関係増、農林建設関係減

・商　　工

士　　木

鵬
譲
講

教　　育 1 ▲1
・社会体育係退職による減

（係統合により欠員不補充）

i嬢

．欝

，灘…購

繊病　　院

水　　道

交　　通

下水道

その他

』灘，』．難灘馨群難・蘇．難熱、雛縫鮒握毒難灘箏鐵1露鞭．難

『灘．鞭騰 平成8年 平成9年 平成10年 平成8年 平成9年 平成10年

繍懸

『繕『

、灘

・灘闇

∋』、．『議　　会 2 2 2
…翼、総　　務 22 22 20 1 ▲2

叢税　　務 5 5 4 ▲1

民　　生 18 17 18 ▲1 1
衛　　生 6 5 5 ▲1

労　　働 1 1 1
農林水産 12 10 10 ▲2

商　　工 3 3 3 ▲1

難
翼
．』－士　木 9 8 8 1 ▲1

』
嚢
ミ

『『小　計 78 73 71 1 ▲5 ▲2

1難
緻
』
i
懸

、
1

激i

i灘

・驚

教　　蕎 13 13 12 ▲1 ▲1

小　　計 13 13 12 ▲1 ▲1

普通会計謝 91 86 83 ▲5 ▲3

』
『
．

琵
．

病　　院

水　　道 2 3 3 1
簿．

盤
交　　通

醗
騰
聯i
閣

下水道 2 3 3 ▲1 1

その他 2 2 2

、轟小　計 6 8 8 ▲1 2
合　　　計 97 94 91 ▲1 ▲3 ▲3

「
労
働
保
険

　
　
確
か
な
安
心

　
　
　
　
ゆ
と
り
の
心
」

労
働
保
険
の
加
入
は

お
済
み
で
す
か
？

　
1
0
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
」
で
す
。
労
働
者
を
一
人
で
も
雇

用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険

（
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
）
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
労
働
保
険
は
、
事
業
主
の
雇
用
の

安
定
の
た
め
の
各
種
支
援
措
置
、
及

び
労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
制
度
で
す
。

　
ま
だ
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
、
ぜ
ひ
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
、
ま
た
は
公
共

職
業
安
定
所
で
加
入
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
不
明
の
点
は
電
話
等
で

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

灘騨麟蕪鮭
　　　叢關糠灘薫藩馨纏

・高國労働基準監餐…署

　　　籍0255馨4懸2剛
燕掛一ワータ土越、．

　　　謄『騰蚤一2籔壌1

八ローワ鑑ク新弗

　　　留　・◎薯籔5一フ瀦蘇76彗1

ン
ザ
ー
を
使
い
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
に
サ
ビ
が
浮
い
た
ら
サ

ビ
止
め
ス
プ
レ
ー
や
専
用
の
潤
滑
油

を
、
チ
ェ
ー
ン
を
回
し
な
が
ら
ギ
ヤ

の
部
分
に
吹
き
つ
け
、
古
い
歯
ブ
ラ

シ
な
ど
で
こ
す
り
取
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
ハ
ン
ド
ル
や
サ
ド
ル

に
ゆ
が
み
は
な
い
か
、
ブ
レ
ー
キ
の

効
き
は
い
い
か
、
チ
ェ
ー
ン
に
た
る

み
は
な
い
か
、
タ
イ
ヤ
に
空
気
は
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

分
入
っ
て
い
る
か
、
ラ
イ
ト
は
点
く

か
、
ベ
ル
は
ち
ゃ
ん
と
鳴
る
か
な
ど

も
安
全
の
た
め
に
き
ち
ん
と
チ
ェ
ツ

ク
し
ま
す
。

　
自
転
車
保
管
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
で

き
る
だ
け
雨
に
濡
ら
さ
な
い
こ
と
と

風
通
し
の
良
い
場
所
に
置
く
こ
と
で

す
。
自
転
車
カ
バ
ー
は
雨
や
ほ
こ
り

よ
け
に
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
長
期

間
か
「
ぶ
せ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は

か
え
っ
て
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

雨
が
降
っ
た
後
は
、
内
側
が
蒸
れ
て

自
転
車
が
サ
ビ
や
す
く
な
り
ま
す
。

雨
上
が
り
の
天
気
の
い
い
日
に
は
、

カ
バ
ー
を
は
ず
し
、
自
転
車
を
よ
く

乾
か
し
て
く
だ
さ
い
。

①

　　　　ご
　欝
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ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
シ
ル
バ
U
人
材
セ
ン
タ
U

　
平
成
九
年
度
よ
り
新
規
事
業
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ル

バ
i
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
現
在
約

八
十
名
の
会
員
の
皆
様
方
が
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
で
、
こ
の
制
度
も
公
共
団
体
や

民
間
企
業
に
は
あ
る
程
度
浸
透
し
て

き
ま
し
た
が
、
一
般
家
庭
に
は
ま
だ

ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

せ
っ
か
く
の
事
業
で
す
か
ら
、
皆
様

方
か
ら
存
分
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
会
員
に
な
つ
て
共
に
働
き
、

　
　
　
　
共
に
助
け
合
う
喜
び
を

　
　
　
　
　
　
分
か
ち
あ
つ
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
仕
事
を

　
　
　
　
　
　
　
紹
介
し
ま
す
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

　
　
　
　
　
ふ
さ
わ

　
高
齢
者
に
相
応
し
い
仕
事
を
企
業

　
家
庭
、
公
共
団
体
等
か
ら
引
き
受

　
け
、
会
員
に
提
供
し
ま
す
。

回
仕
事
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
！

　
　
会
員
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
仕
事
に
就

　
い
た
場
合
、
法
律
上
は
個
人
が
そ

　
の
仕
事
を
請
け
負
っ
た
こ
と
、
ま

　
た
は
任
さ
れ
た
こ
と
（
再
請
負
、

　
再
委
任
）
に
な
り
ま
す
．

回
技
能
を
活
か
し
責
任
を
も
つ
て

　
　
仕
事
は
会
員
自
身
の
裁
量
で
選

　
び
、
選
ん
だ
仕
事
は
責
任
を
も
っ

　
て
完
成
さ
せ
ま
す
。

囚
シ
ル
バ
ー
保
険
等
で
、

　
　
　
　
も
し
も
の
時
も
安
心
！

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
提
供
さ
れ
た
仕
事
に
就
業
す
る
場

　
合
、
労
働
関
係
法
規
（
労
働
基
準

　
法
、
雇
用
保
険
法
）
は
適
用
さ
れ

　
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
会
員
が
安
心

　
し
て
働
け
る
よ
う
に
シ
ル
バ
ー
人

　
材
セ
ン
タ
ー
に
は
就
業
規
約
や
シ

　
ル
バ
ー
保
険
等
（
障
害
、
賠
償
責

　
任
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■シルバー人材センター一のしくみ

瀦鐸貫駄
おおむね55歳以上

の健康で働く意欲

、　のある方　　ノ

ズ発麓著’

仕事を出す方々

（企業・家庭・

　公共団体等）

路
墾講一

一
噂

ロ

麺－
一
一

1

望丁置当1隅o】顧護シ難譲鼎轟

嚢撫撰ター

仕事の発注

契約金の支払い

仕事の契約

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
内
容
は
？

　
セ
ン
タ
ー
に
は
、
豊
か
な
知
識
・

経
験
を
活
か
せ
る
様
々
な
仕
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
分
野
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
こ
の
他
に
も
様
々
な
仕
事

が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

★
事
務
分
野

　
文
書
管
理
事
務
、
毛
筆
筆
耕
、
宛

　
名
書
き
、
受
付
事
務
な
ど

★
管
理
分
野

　
公
民
館
管
理
、
駐
車
場
管
理
な
ど

★
技
術
を
必
要
と
す
る
分
野

　
ふ
す
ま
張
り
、
大
工
仕
事
、
ペ
ン

　
キ
塗
、
和
洋
裁
、
植
木
の
手
入
等

★
屋
内
外
の
一
般
作
業

　
公
園
清
掃
、
樹
木
消
毒
、
除
草
、

　
草
刈
り
、
包
装
な
ど

★
折
衝
・
外
交
分
野

　
広
報
等
の
配
布
、
検
針
、
集
金
等

★
専
門
技
術
分
野

　
補
修
教
室
講
師
、
翻
訳
、
通
訳
、

　
家
庭
教
師
、
経
理
事
務
、
ワ
ー
プ

　
ロ
な
ど

★
サ
ー
ビ
ス
分
野

　
福
祉
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
観

光
ガ
イ
ド
な
ど

【
詳
し
く
は
】

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
山
岸
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
暦
七
ー
三
七
〇
〇

気
を
つ
け
て

　
は
じ
め
は
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
小
さ
な
火

11月9日～15日秋の全国火災予防運動

火
の
用
心

　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
家
の
周
り
に
燃
え
や
す

　
　
い
も
の
は
お
か
な
い

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の

　
　
投
げ
捨
て
を
し
な
い

◎
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
は

　
　
そ
の
場
を
離
れ
な
い

④
風
の
強
い
と
き
は
た
ぎ

　
　
火
を
し
な
い

⑤
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ

　
　
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば

　
　
せ
な
い

◎
電
気
器
具
は
正
し
く
使

　
　
い
た
こ
足
配
線
は
し

　
　
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や

　
　
す
い
も
の
を
近
づ
け

　
　
な
い

　
　
・
　
〃

　
　
受
　
　
　
　
蘇
　
O

そぱをはなれ伽

q　r、（
　つりひ　　　　ク＼6eの、
　　1　　亀　　監　　し　　し

o［z］。

鍛
膿

　
　
　
漉
禽
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定
例
町
議
会
で
同
意

　
　
関
谷
　
力
氏
の
教
育
委
員
再
任

　
九
月
二
十
四
日
か
ら
開
催
さ
れ
た

第
三
回
定
例
松
代
町
議
会
で
関
谷
力

氏
（
松
代
・
大
正
医
院
）
の
教
育
委

員
の
任
命
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▲関谷力氏

　
関
谷
氏
は
、
昭
和
五
十
三
年
十
月

か
ら
五
期
二
十
年
問
に
わ
た
り
、
教

育
委
員
と
し
て
教
育
行
政
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
年
か

ら
は
委
員
長
の
要
職
を
務
め
、
県
教

育
委
員
会
表
彰
や
文
部
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
四
年
間
、
健
康
に
留
意
さ

れ
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
．

松
代
郵
便
局

強
盗
模
擬
訓
練
実
施

　
九
月
二
十
一
日
、
松
代
郵
便
局
を

舞
台
に
「
強
盗
模
擬
訓
練
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
今
年
に
な
っ
て
全

国
で
多
発
す
る
郵
便
局
強
盗
に
対
し

て
、
局
員
の
対
応
措
置
の
確
認
と
、

自
主
防
犯
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し▲安塚署員の迫真の演技

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
三
時
、
帽
子
と
サ
ン
グ
ラ
ス

姿
に
紛
争
し
た
警
察
官
の
一
．
一
人
組
が

け
ん
銃
を
発
砲
し
な
が
ら
乱
入
。
窓

口
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
で
け
ん
銃
を

　
　
　
　
　
　
い
か
く

乱
射
し
な
が
ら
威
嚇
す
る
男
、
も
う

一
人
は
局
内
部
に
侵
入
し
、
日
本
刀

で
西
條
和
夫
局
長
な
ど
を
脅
し
な
が

ら
金
庫
か
ら
現
金
一
千
万
円
を
強
奪
。

　
人
命
第
一
を
基
本
に
時
間
稼
ぎ
を

図
り
ま
す
が
、
犯
人
の
動
作
は
機
敏

で
す
。
乱
入
か
ら
逃
走
ま
で
か
な
り

の
時
間
が
経
過
し
た
と
思
い
ま
し
た

が
、
実
質
は
二
分
四
十
秒
の
訓
練
で

し
た
。
当
日
は
近
隣
の
郵
便
局
員
も

訓
練
に
参
加
し
、
犯
人
の
年
齢
や
身

特
設
人
権
相
談
所

　
家
庭
内
で
の
も
め
ご
と
、
離
婚
、

相
続
、
遺
言
、
土
地
建
物
（
登
記
関

係
）
、
金
銭
上
の
問
題
、
そ
の
他
近
隣

の
い
や
が
ら
せ
、
名
誉
・
信
用
の
侵

害
等
の
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ
ま
す
か
ら

お
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

《
日
　
時
》
十
月
二
十
一
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

《
場
　
所
》
ふ
る
さ
と
会
館

《
相
談
者
》

　
法
務
局
職
員
（
星
野
支
局
長
）

　
人
権
擁
護
委
員
　
本
山
祖
道
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
石
黒
良
泉
氏

長
な
ど
の
特
徴
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な

ど
し
て
い
ま
し
た
。

　
訓
練
後
は
、
安
塚
警
察
署
大
平
隆

生
活
安
全
課
長
の
講
評
が
行
わ
れ
、

■
時
間
稼
ぎ
や
通
報
な
ど
の
応
対
を
評

価
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
犯
人
を

刺
激
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、

事
件
後
の
捜
査
に
は
逃
走
車
の
番
号

や
車
種
、
逃
走
方
向
な
ど
の
確
認
を

お
願
い
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
ナ
ン
バ
ー
は
不
完
全
で
も

県
外
・
県
内
（
長
岡
ナ
ン
バ
ー
か
他

県
ナ
ン
バ
ー
か
）
の
区
別
と
、
数
字

の
末
尾
四
桁
、
乗
用
車
か
ト
ラ
ッ
ク

か
な
ど
を
通
報
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◎リサイクル物品の持ち込み（金・日）

10月まで午後1時～午後5時
11月から午後1時～午後4時

◎電化製品・農機具等の持ち込み

　　11月1日（日）午後1時から4時

　　　　有料（本年最後となりま凱）

◎室野の「危険物処理場」への持ち込み

　10月25日（日）と11月22日（日）

　いずれも午後1時～4時半まで

　　　　有料指定日以外聯ち込めま
　　　　　　　　せん。決めbれた収集日
　　　　　　　　に決められた場所に出し

　　　　　　　　てください。

m年度松代町ごみ・危険物の収集計画表を

　　　　　　　　　　　　こ覧ください。

7▼　は《ζはく線
　●

最終列車が『∈訳…）偲㊤舐』まで
ん

J　R　12月8日　ダイヤ改正

で 更す長をか　　発す定六日　　しのは
掲なにるし　’つまにる期日曜ほた新十九
載お高回ま十たたしと化町にく　o潟二月す ’ま数す日越　’てとし　1不ほ　　支月二
る詳り券　o町後こ新もて十定く　　社八十
予しまとふか湯れ幹に　’日期線　　管日六
定いしとるら沢ま線　’ま町にの　　内に日
でダたもさまかでと越つ間運改　　概行

、

すイ 。にとつら最接後だの転正　　要う 」

oヤ　　’会だのも続湯い普さで　　をダR
は　　利館い最要し沢ま通れは　　発イ新
来　　便でま終望ま駅で列て　’　表ヤ潟
月　　性販で列のすを延車い土　　し改支
号　　は売延車強　。始長をる　・　　ま正社
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児
　
藪

　
　
　
　
》
斎
　
　
　
　
”

　
次
の
一
文
は
、
今
年
六
月
、
創
立

五
十
周
年
記
念
式
典
を
無
事
に
済
ま

せ
た
県
立
松
代
高
等
学
校
の
杉
原
校

長
先
生
が
、
三
月
二
十
五
日
に
発
行

松
代
寸
描

紹
　
介

　
さ
れ
た
『
新
潟
県
高
等
学
校
長
協
会

会
誌
』
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
協
会
と
ご
本
人
が
、
転
載
を
快
諾

　
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

県
立
松
代
高
等
学
校
長

　
松
代
は
山
ま
た
山
の
中
に
あ
り
、

あ
る
が
ま
ま
の
自
然
に
彩
ら
れ
た
四

季
の
移
り
変
わ
り
が
素
晴
し
い
。
春

は
ブ
ナ
の
新
芽
を
始
め
と
す
る
淡
い

緑
と
残
雪
、
夏
は
目
が
痛
く
な
る
よ

う
な
濃
い
緑
、
秋
は
絵
の
具
箱
を
ひ
っ

く
り
返
し
た
よ
う
な
賑
や
か
な
紅
葉
、

そ
し
て
冬
は
妙
に
静
か
な
白
銀
の
世

界
、
こ
れ
ら
圧
倒
さ
れ
る
自
然
の
中

に
抱
か
れ
て
い
る
。

　
着
任
し
て
、
ま
ず
地
図
を
片
手
に

近
く
の
稜
線
に
出
て
は
周
囲
の
山
々

を
眺
め
、
山
腹
や
山
麓
に
点
在
し
て

い
る
三
五
の
地
区
を
巡
り
な
が
ら
日
々

を
過
ご
し
て
き
て
い
る
。

　
松
代
町
の
町
界
の
図
形
は
あ
た
か

も
四
国
地
方
に
よ
く
似
て
い
る
。
さ

し
ず
め
町
の
中
心
部
は
高
知
市
に
あ

た
る
だ
ろ
う
か
。
町
域
は
大
き
な
山

地
は
な
く
、
海
抜
二
〇
〇
揖
の
町
の

中
心
部
か
ら
高
度
差
一
〇
〇
～
二
〇

〇
層
の
山
々
が
波
打
つ
状
態
で
広
が

り
、
四
方
を
海
抜
四
〇
〇
～
六
〇
〇

　
　
　
杉
　
原
　
雅
　
昭

㌶
近
い
山
地
に
囲
ま
れ
た
盆
地
状
の

地
形
と
な
っ
て
い
る
。
主
た
る
河
川

は
南
か
ら
関
田
山
系
松
之
山
の
山
地

を
源
流
と
す
る
渋
海
川
が
峡
谷
を
つ

く
り
な
が
ら
町
を
貫
流
し
て
、
ほ
ぼ
、

北
の
方
向
に
流
れ
出
て
、
長
岡
で
信

濃
川
に
合
流
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
地
形
の
せ
い
か
、
霧

が
よ
く
発
生
し
自
然
の
醸
し
出
す
素

晴
し
い
風
景
に
感
動
す
る
。
霧
は
朝

に
発
生
し
、
そ
の
日
は
大
抵
晴
れ
の

日
と
な
る
。
時
期
は
春
に
も
発
生
す

る
よ
う
で
あ
る
が
、
秋
の
方
が
ス
ケ
ー

ル
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
霧
の
海

を
展
望
す
る
最
も
良
い
地
点
の
一
つ

に
「
芝
峠
温
泉
」
が
あ
る
。
海
抜
三

五
〇
層
の
稜
線
に
あ
り
公
舎
か
ら
車

で
五
分
、
高
度
差
一
五
〇
㌶
に
あ
る
。

こ
の
「
芝
峠
温
泉
」
は
宿
泊
施
設
も

立
派
で
周
囲
の
展
望
が
抜
群
で
、
晴

れ
た
日
に
は
東
に
苗
場
山
、
平
標
山
、

巻
機
山
、
八
海
山
、
谷
川
連
峰
、
西

に
米
山
、
妙
高
山
な
ど
が
見
渡
せ
る
。

　
さ
て
、
霧
の
日
の
朝
は
幻
想
的
で

あ
る
。
霧
で
薄
暗
い
町
並
み
を
抜
け

て
「
芝
峠
温
泉
」
に
上
が
っ
て
行
く

と
、
途
中
で
霧
の
海
を
突
き
抜
け
、

急
に
明
る
く
な
り
朝
日
が
ま
ば
ゆ
く
、

青
空
が
目
の
前
に
広
が
る
。
眼
下
に

は
、
渋
海
川
沿
い
の
谷
が
一
面
の
霧

の
海
と
な
り
、
真
綿
が
敷
き
つ
め
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
三
〇
〇
癖
位
以

上
の
稜
線
が
霧
の
海
を
突
き
破
っ
て

く
っ
き
り
浮
か
び
上
が
り
、
し
ば
ら

く
見
て
い
る
と
霧
は
ど
ん
ど
ん
上
昇

し
、
切
り
通
し
に
な
っ
て
い
る
よ
う

な
場
所
で
は
外
側
に
向
か
っ
て
霧
が

吹
き
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
白
っ
ぽ

か
っ
た
霧
が
太
陽
光
線
の
関
係
な
の

か
「
乳
オ
レ
ン
ジ
色
」
に
変
わ
る
。

実
に
美
し
い
光
景
が
醸
し
出
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
自
然
が

想
像
す
る
美
と
は
裏
腹
に
、
生
活
の

厳
し
さ
は
言
語
を
絶
す
る
も
の
が
あ

る
。
交
通
路
が
今
日
の
よ
う
に
整
備

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
で
は
癖
遠

の
地
と
し
て
、
冬
は
丈
余
の
豪
雪
に

閉
じ
込
め
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
陸
の

孤
島
と
し
て
敬
遠
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

　
昭
和
五
十
年
発
行
の
本
校
研
究
集

録
の
学
校
長
の
序
言
に
「
国
道
工
事

は
急
ピ
ッ
チ
に
進
ん
で
い
る
。
北
越

北
線
開
通
の
日
も
遠
く
な
い
。
無
雪

の
道
路
が
貫
通
し
、
電
車
が
松
代
の

ど
真
ん
中
を
走
る
こ
ろ
、
県
下
最
僻

地
を
自
他
と
も
に
許
し
た
こ
の
地
も

平成10年9月22目（火）タ方

台風7号

町内各地に

　　　大きな被害

　
九
月
二
十
二
日
夕
方
か
ら
県
内
を

直
撃
し
た
中
型
で
並
の
強
さ
の
台
風

七
号
は
、
二
十
二
日
午
後
三
時
こ
ろ

和
歌
山
県
に
上
陸
、
六
時
に
は
富
山

市
、
そ
の
後
日
本
海
を
進
み
、
七
時

に
は
長
岡
市
の
西
、
八
時
に
は
新
潟

市
の
西
北
西
の
海
上
へ
と
足
早
に
駆

け
抜
け
、
町
内
に
も
大
き
な
被
害
を

及
ぼ
し
ま
し
た
．

　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
午
後
八
時

七
分
に
上
越
市
高
田
で
最
大
瞬
間
風

速
が
観
測
史
上
最
大
の
四
二
㌶
を
記

録
、
・
十
日
町
市
で
も
午
後
九
時
に
同

三
〇
・
七
㌶
な
ど
暴
風
の
す
ご
さ
は

数
字
の
上
で
も
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
被
害
も
各
地
に
及
び
、
屋

根
の
破
損
等
一
般
住
宅
の
被
害
は
十

九
件
、
作
業
所
や
車
庫
な
ど
そ
の
他

の
建
物
被
害
（
主
に
屋
根
）
は
二
十

七
件
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ブ
ナ
や
杉
な
ど
の
倒
木
や

折
損
木
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
確
認
さ

　
　
の

キ
壊

▲松代坂ノ下

　お墓を直撃

れ
、
町
道
や
県
道
の
十
二
路
線
で
通

行
に
支
障
が
生
じ
た
ほ
か
、
電
話
の

不
通
や
停
電
な
ど
、
電
気
・
通
信
関

係
に
も
倒
木
に
よ
る
被
害
が
報
告
さ

れ
、
中
で
も
寺
田
地
区
で
は
午
後
八

時
こ
ろ
か
ら
翌
日
の
午
前
八
時
過
ぎ

ま
で
停
電
が
続
き
、
不
安
な
夜
を
過

ご
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
他
、
ハ
サ
木
の
倒
壊
や
稲
の

倒
伏
、
日
常
生
活
に
直
接
影
響
の
な

い
山
林
被
害
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ

り
ま
し
た
が
、
暴
風
の
時
間
が
予
想

よ
り
短
か
っ
た
こ
と
と
、
ケ
ガ
人
が

い
な
か
っ
た
こ
と
が
せ
め
て
も
の
救

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん

い
。
ま
た
、
火
災
の
発
生
も
な
く
安

ど堵
し
ま
し
た
が
、
強
風
時
は
も
ち
ろ

ん
、
地
震
発
生
時
な
ど
に
も
「
火
の

用
心
」
だ
け
は
特
に
心
が
け
た
い
も

の
で
す
。
停
電
に
備
え
て
の
乾
電
池

の
買
い
置
き
（
ラ
ジ
オ
や
灯
火
用
）

も
教
訓
の
ひ
と
つ
で
す
。
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大
き
く
変
貌
す
る
に
違
い
な
い
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
交
通
路
、
特
に
上
越
と

十
日
町
を
結
ぶ
国
道
二
五
三
号
線
に

つ
い
て
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
時
期
に
つ

い
て
調
べ
て
み
た
。
西
部
の
上
越
方

面
は
昭
和
五
十
四
年
に
儀
明
ト
ン
ネ

ル
が
、
東
部
の
十
日
町
方
面
は
昭
和

五
十
年
に
田
沢
ト
ン
ネ
ル
、
同
五
十

四
年
に
犬
伏
ト
ン
ネ
ル
、
同
五
十
五

年
に
薬
師
ト
ン
ネ
ル
、
同
五
十
七
年

に
鐙
坂
ト
ン
ネ
ル
、
同
六
十
年
に
名
ヶ

山
ト
ン
ネ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
開
通
し
た
。

そ
し
て
、
い
ま
十
日
町
樽
沢
地
区
で

行
わ
れ
て
い
る
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
開

通
は
平
成
十
四
年
の
予
定
と
の
こ
と

で
あ
る
。
現
在
、
十
日
町
ま
で
車
で

＋
五
分
で
あ
る
．

　
更
に
、
こ
れ
ら
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

以
前
の
厳
し
い
状
況
を
少
し
で
も
体

験
し
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
、
旧
道
を

巡
っ
て
み
た
。
道
路
は
既
に
荒
れ
て

幅
も
狭
く
な
り
、
路
面
も
相
当
に
痛

ん
で
い
た
が
、
徒
歩
あ
る
い
は
車
を

利
用
し
な
が
ら
思
い
を
馳
せ
た
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
冬
期
に
つ
い
て

は
降
雪
の
た
め
、
あ
る
い
は
雪
崩
の

た
め
尾
根
道
を
使
用
し
て
い
た
箇
所

も
あ
り
、
通
行
不
能
で
あ
っ
た
。
ど

ん
な
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
想
像
も
で
き

な
い
。

　
一
方
、
期
待
の
「
ほ
く
ほ
く
線
」

は
平
成
九
年
三
月
に
営
業
を
開
始
。

こ
の
電
車
の
開
通
に
よ
り
、
「
ま
つ
だ

い
」
駅
か
ら
西
の
隣
駅
「
ほ
く
ほ
く

大
島
」
ま
で
全
路
ト
ン
ネ
ル
で
七
分
、

東
の
隣
駅
「
十
日
町
」
ま
で
ほ
と
ん

ど
ト
ン
ネ
ル
で
九
分
と
な
っ
た
。
松

代
の
空
に
ポ
ッ
カ
リ
と
青
空
が
広
が
っ

た
感
が
す
る
。
渋
海
川
の
段
丘
面
に

位
置
す
る
公
舎
か
ら
眼
下
の
渋
海
川

の
氾
濫
源
に
あ
る
「
ま
つ
だ
い
駅
」
、

そ
し
て
、
そ
こ
を
走
り
抜
け
る
九
両

編
成
の
特
急
「
は
く
た
か
」
が
静
か

な
大
自
然
に
騒
音
を
響
か
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
地
域
は
大
き
く
変
貌
し

た
。
ま
さ
に
、
研
究
集
録
の
序
言
で

期
待
を
こ
め
た
一
文
が
国
道
の
い
く

つ
か
の
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
、
そ
し
て
、

平
成
九
年
の
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の
開

通
に
よ
り
遂
に
期
待
ど
お
り
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
今
日
も
町
に
音
楽
が
流
れ

る
。
三
年
前
か
ら
時
刻
を
知
ら
せ
る

た
め
に
、
町
中
に
音
楽
を
流
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
毎
朝
六
時
に
「
野

ば
ら
」
の
曲
が
オ
ル
ゴ
ー
ル
で
町
中

に
響
き
わ
た
る
。
同
時
に
町
の
寺
の

鐘
も
曲
に
混
ざ
り
な
が
ら
時
を
知
ら

せ
る
。
夏
は
朝
明
る
い
の
だ
が
、
冬

は
朝
暗
い
中
に
鳴
り
わ
た
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
さ
あ
一
日
の
始
ま
り
だ

と
ば
か
り
起
き
出
す
。
安
眠
妨
害
だ

と
い
う
人
も
い
る
そ
う
だ
が
、
私
に

は
大
変
気
分
が
よ
い
。
す
ぐ
、
公
舎

か
ら
渋
海
川
沿
い
の
窓
を
開
け
る
と
、

対
岸
の
山
頂
に
展
望
台
を
持
つ
美
し

い
模
擬
の
山
城
（
中
世
の
狼
煙
台
）

が
、
夏
は
朝
日
を
浴
び
て
、
冬
に
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
夜
空
に
浮
か

ん
で
い
る
。
毎
朝
六
時
の
「
野
ば
ら
」

は
全
地
区
で
鳴
り
わ
た
る
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
町
中
の
人
々
が
一
斉
に
聞

く
の
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
朝
六
時

の
他
に
正
午
に
は
「
恋
は
水
色
」
、
午

後
六
時
に
は
「
夕
や
け
小
や
け
」
、
午

後
九
時
に
は
「
ム
ー
ン
リ
バ
i
」
が

流
さ
れ
る
。
町
が
こ
れ
ら
の
曲
で
き
っ

ち
り
結
ば
れ
、
連
帯
感
を
確
か
め
あ
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
何
か
暖
か

い
も
の
を
感
じ
る
。

　
冬
に
入
り
、
校
庭
に
一
〇
仕
．
刻
み

の
印
の
つ
い
た
三
・
五
屑
の
ポ
ー
ル

が
打
ち
立
て
ら
れ
た
。
積
雪
量
を
計

測
す
る
も
の
で
あ
る
。
豪
雪
地
で
あ

り
な
が
ら
今
年
の
正
月
に
は
全
く
無

か
っ
た
が
、
三
学
期
に
入
り
い
よ
い

よ
激
し
く
降
り
始
め
た
。

　
地
域
社
会
の
変
化
の
中
で
、
生
徒

達
の
心
も
次
第
に
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
を
育
ん
で

き
た
変
わ
ら
ぬ
大
自
然
の
下
で
、
教

育
熱
心
な
教
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

生
徒
の
た
め
に
一
層
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
間
題
で
お
困
り
の
方
へ

無
料
ア
ル
コ
⊃
ル
相
談
室

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」
（
以
下
ア
ル

症
）
よ
く
聞
く
病
気
の
名
前
で
す
が
、

私
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
人

が
大
多
数
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
の

調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
全
人
口
の
二
％

が
「
ア
ル
症
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
人
口
を
二
十
五
万
人
と

し
て
実
に
五
千
人
の
患
者
数
で
す
。

し
か
し
彼
ら
は
自
分
の
病
気
を
認
め

ま
せ
ん
。
ま
た
、
家
族
も
こ
の
病
気

の
正
体
が
分
か
ら
ず
に
い
つ
の
間
に

か
巻
き
込
ま
れ
「
共
依
存
症
」
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
別
名
「
否
認
の
病
気
」
「
家
族
の
病

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
え
ん

気
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
す
。
ま
た

「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」
が
最
も
遅

れ
て
い
る
「
病
気
」
の
ひ
と
つ
と
い

え
ま
す
。
ヶ
ま
だ
”
と
思
っ
て
い
る
内

は
“
も
う
”
手
遅
れ
の
ケ
ー
ス
が
多

い
と
い
え
ま
す
。

（
ア
ル
症
は
放
置
す
れ
ば

　
”
狂
う
”
か
”
死
ぬ
”
か
の
道
を

　
　
た
ど
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
）

　
最
近
、
『
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
室
』
に

来
ら
れ
る
ケ
ー
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
、

せ
め
て
も
う
三
年
早
か
っ
た
ら
と
思

う
こ
と
ば
か
り
で
す
。
身
近
の
人
で

「
大
酒
の
み
」
で
「
内
科
入
院
」
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
「
退
院
後
」
も
ア

ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
？
　
彼
ら
の
九
〇
％
以
上
は

残
念
な
が
ら
「
ア
ル
症
」
で
す
。
　
一

日
も
早
く
『
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
室
』

で
の
相
談
を
お
薦
め
し
ま
す
。

■毎月第1・第3日曜日■

①10：00～12：00「ユートピア

　　　　希望館」機能回復室
　　中頸城郡頸城村百間町新田

　　716番地　　盈0255－30－2360

②15：00～16：30

　　「糸魚川中央公民館」

　　糸魚川市横町1－14－1

　　　　　　費0255－52－OOO2

　相談者は、当事者、家族、友

人、親戚、会社の上司、同僚な

ど誰でも受け付けます。初回の

相談は町の保健婦さん（入院患

者は看護婦さん）の同行が望ま

しいと思います。

【カウンセラー】上越地域アル

　　症問題を考える会事務局
【連絡先】

　　役場住民課保健婦まで
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見聞録膨，

　」．霜
魂松篇校脚，
　　　や　　ガ
　Matthew　Reesor

　
今
月
分
を
書
い
て
い
る
今
、
私
は

ま
つ
だ
い
二
十
四
時
間
マ
ラ
ソ
ン
ヘ

向
け
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
真
っ
最
中

で
す
。
昨
年
は
参
加
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
二
年
前
の
レ
ー
ス
で
走
れ
た

こ
と
は
ラ
ッ
キ
ー
（
？
）
で
し
た
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
そ
の
時
の
体
中

の
痛
み
を
思
い
出
す
と
、
な
ぜ
今
年

も
レ
ー
ス
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
か
自
分
で
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

午
前
三
時
二
十
八
分
こ
ろ
に
、
一
周

二
・
ニ
キ
。
の
コ
ー
ス
の
八
周
目
を
走
っ

て
い
る
こ
と
が
楽
し
い
こ
と
だ
な
ど

と
は
私
だ
っ
て
全
然
思
い
ま
せ
ん
。

実
際
、
こ
ん
な
苦
行
よ
り
も
っ
と
魅

力
的
で
な
い
も
の
な
ん
て
ト
イ
レ
掃

除
や
、
カ
ラ
ス
に
目
玉
を
つ
つ
か
れ

る
こ
と
よ
り
他
に
、
い
っ
た
い
何
が

あ
り
ま
す
か
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ

私
は
今
年
も
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の

か
。
た
ぶ
ん
そ
れ
は
、
私
に
も
染
み

込
み
つ
つ
あ
る
松
代
人
気
質
の
せ
い

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
説
明

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
、
松
代
の
人
々
が
「
辛
抱
す

る
」
と
い
う
こ
と
を
本
当
に
楽
し
ん

で
い
る
ん
だ
と
い
う
結
論
に
達
し
ま

し
た
。
二
十
四
時
間
マ
ラ
ソ
ン
や
、
「
冬

の
陣
」
、
そ
れ
に
私
の
勤
務
し
て
い
る

松
代
高
校
に
も
学
校
マ
ラ
ソ
ン
や
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
i
競
争
が
あ

り
ま
す
。
松
代
の
人
は
「
辛
抱
」
が

好
き
な
の
で
す
。
そ
の
理
由
は
は
っ

き
り
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
松
代
は
山
々
に
深
く
埋
も
れ
て
い

て
（
少
な
く
と
も
ほ
く
ほ
く
線
開
業

以
前
は
）
常
に
周
り
よ
り
隔
て
ら
れ

て
お
り
、
日
本
国
内
で
も
最
も
長
く

厳
し
い
冬
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
土
地
で
生
き
抜
く
た
め

に
人
々
は
辛
抱
す
る
こ
と
を
学
ば
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
実
際

に
み
ん
な
そ
れ
を
楽
し
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
地
で
は
冬
の
あ
い

だ
、
降
り
積
も
っ
た
り
降
り
続
い
て

い
る
雪
の
量
が
好
ん
で
話
題
に
さ
れ

ま
す
。
人
々
が
町
中
で
「
す
ご
い
雪

で
す
ね
」
と
か
「
雪
が
た
い
へ
ん
で

す
ね
」
と
か
言
っ
て
い
る
の
を
何
度

耳
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し

こ
ん
な
こ
と
を
い
い
な
が
ら
も
、
輝

く
目
が
「
楽
し
い
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま

す
。
松
代
の
人
は
、
辛
抱
す
る
方
法

を
身
に
つ
け
て
き
た
の
で
す
。

　
だ
か
ら
、
気
が
つ
い
て
み
る
と
私

も
二
十
四
時
間
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
つ
ら
い
こ

と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
最
近
で
は
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
か
ら
戻
り
鏡
を
の
ぞ
い

て
み
る
と
「
楽
し
い
。
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
」
と
言
っ
て
い
る
私
の
目
の

中
に
、
キ
ラ
リ
と
輝
く
も
の
を
見
つ

け
て
し
ま
う
の
で
す
。

か
ん
ほ）

介
護
講
演
会

　
㈲
簡
易
保
険
加
入
者
協
会
で
は
、

松
代
町
内
の
各
郵
便
局
の
後
援
を
受

け
て
松
代
町
役
場
と
共
催
で
「
か
ん

ぽ
介
護
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
高
齢
化
社
会
に

対
応
し
て
介
護
保
険
法
が
成
立
し
、

介
護
保
険
制
度
が
平
成
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
介

護
知
識
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
講
師
は
、
松
代
大
正
医
院
の
関
谷

甲
子
夫
院
長
に
お
願
い
し
、
講
演
後

は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
よ
る
実
技
指
導

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
誘

い
合
わ
せ
て
お
出
で
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
十
一
月
五
日
㈲

　
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

【
場
所
】
ふ
る
さ
と
会
館
ホ
ー
ル

　　　　　　　　　　　羅鐘鐡講購蓬覇曝藷艶⑦

忘れられない味

　深山そば

『そばまつり』

　
餓
、
・

◎
”
掴

（大島村）

ヌと

．
（
9

こ
a¢

　
へ
』
P

　
　
　
　
O

　
　
　
　
‘

　
　
　
　
じ

い
　
べ

　
ー

易
．
協

脅
鷹

　
舶
誘
　
南

￥
マ
．
￥
ノ
．
＾
　
　
　
、

・
ウ
さ
　
　
　
　
ヂ

　
　
　
網

禦
卸

　
　
新
そ
ば
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

　
し
た
。
「
こ
れ
が
本
物
の
そ
ば
の

　
味
！
」
と
そ
ば
通
の
お
客
さ
ん
か

　
ら
も
満
足
い
た
だ
い
て
い
る
の
が

　
　
み
や
ま

　
「
深
山
そ
ば
」
で
す
。

　
　
深
山
そ
ば
は
、
菖
蒲
そ
ば
生
産

　
組
合
が
製
造
す
る
手
打
ち
そ
ば
で

　
百
％
の
そ
ば
粉
に
、
つ
な
ぎ
に
は

　
玉
子
、
山
芋
、
山
ゴ
ボ
ウ
の
葉
を

　
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
味
と
独
特

　
の
歯
ざ
わ
り
は
一
度
食
べ
た
ら
忘

　
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
こ
の
深
山
そ
ば
を
た
く
さ
ん
の

　
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
今

　
年
も
十
一
月
一
日
㈹
に
菖
蒲
高
原

　
ベ
ル
ハ
ウ
ス
で
「
そ
ば
ま
つ
り
」

　
が
開
か
れ
ま
す
。
当
日
は
打
ち
立

　
て
の
そ
ば
が
メ
ニ
ュ
ー
の
す
べ
て

　
一
人
前
七
百
円
で
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
、

　
上
越
市
や
新
潟
方
面
な
ど
か
ら
は

　
た
く
さ
ん
の
そ
ば
通
が
訪
れ
て
い

■一■■■●96口■一IOI．■層一5■■■■■■■■■5■■■1■0■騨騨暉蘭駆層騨一●廓一騨一■一一■■■●■■一■■■■■■■■■■■■■■■■一■一一81薗一■■■一■一●■一■0■■

ま
す
。
会
場
で
は
手
打
ち
そ
ば
の

実
演
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
菖
蒲
高
原
ベ
ル
ハ
ウ
ス

は
冬
期
間
店
を
閉
め
ま
す
が
、
菖

蒲
高
原
ふ
も
と
の
「
ば
ん
や
亭
」
（
菖

蒲
東
集
落
内
）
で
は
、
深
山
そ
ば

を
一
年
中
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
も
う
一
か
所
、
そ
ば
で
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
が
、
国
道
二
五
三
号

沿
い
の
青
空
市
場
。
こ
ち
ら
は
舞

茸
が
た
っ
ぷ
り
の
「
舞
茸
手
打
ち

そ
ば
」
で
、
独
特
の
ぬ
め
り
と
歯

ざ
わ
り
、
風
味
は
格
別
で
す
。
店

内
に
は
、
舞
茸
を
は
じ
め
大
島
村

の
お
土
産
が
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
．

　
今
年
の
秋
は
、
ぜ
ひ
「
そ
ば
ま

つ
り
」
に
出
か
け
て
、
深
山
そ
ば

を
お
試
し
く
だ
さ
い
。
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で
す
。



【男子】

《100m　l年》

　3位斉木真也13秒2
　4位　鈴木　啓一　13秒4

　5位　小堺　純一　13秒8
《100m2年》

　1位　菅井　貴行　12秒8

　2位　小嶋　春樹　13秒0

《200m共通》

　1位斉木一央25秒7
　6位西方靖仁28秒O
　《1500m　I年》

　1位　関谷　和樹　4分56秒2

　5位　鈴木　啓一　5分06秒3

《1500m2年》

　1位小野島誠　4分32秒6
《3000m》

　2位　池田　　翔　10分08秒4

　5位　関谷　和樹　10分41秒4

《IIOmH》
　1位　小嶋　春樹（大会新）

　　　　　　　　17秒1
　3位　五十嵐真悟　19秒2

　4位　小堺　　聡　20秒3

　6位　池田　佳紀　21秒O

《走幅跳1年》

　2位　斉木　真也　4m70

　3位　小堺　純一　4m45
《走幅跳2年》

　1位　菅井　貴行　5m20
《走高跳1年》

　1位　小堺　　聡　1m45

　5位石口　　和　1m30
　6位　斉木　千春　1m30
《走高跳2年》

　5位　高橋　正樹　1m45
《砲丸投》

　3位　高野　佑也　8m98
《三種A》

　2位　斉木　一央　2015点
《三種B》

　2位　小野島　誠　2058点

　3位西方靖仁1930点
　6位　池田　　翔　1805点

《J4×100mR》
　1位　松代（大会新）　51秒9

《4×200mR》

　1位松代中学校　1分46秒3

11

煽齪東頸城郡中学校新人陸上大会

グ
　　　　　　　　　　9月11日　安塚中グラウンド

　　　　　　　　　　　1 【女子】

《mOm　l年》

1位柳　 優佳14秒7
《100m2年》

2位佐藤美春14秒9
《800m　I年》

1位　若月ゆかり　2分38秒2

2位関谷有希　2分40秒7
3位　柳　　優佳　2分46秒4

4位　関谷　智美　2分49秒9
《800m2年》

6位　瀬沼　樹里　2分53秒O
《1500m》

1位　関谷　有希　5分42秒8

《100mH》

5位　関谷　智美　19秒9

《走幅跳1年》

2位若月ゆかン）　3m97
《走幅跳2年》

4位　関谷　美夏　3m50
6位　若山　淳美　3m43

《走高跳1年》

2位　井上　麻衣　1mIO
《砲丸投》

5位鈴木宏美　6m74
6位　小堺百合香　6m72

《J4×100mR》
1位　松代中学校　59秒4

《4×100mR》

5位　松代中学校　1分02秒4

新潟県最低賃金i

　チェックよし

諭鰯憲一

　1日当たり　5，004円

　1時間当たり　　626円

　平成10年9月30日から

この最低賃金は、業種、パート

タイマー、臨時雇いを問わず適用

されます。お問い合わせは十日町

労働基準監督署へ。

　　　　　暦0257－52－2079

えぷろんウ、ワキしヴ教室

《10月22日（木）　10：30～13：30》

「秋の懐石料理」

・菊ずし　・吹き寄せ　・枝豆の

白酢和え　・五目いろどり

・里芋の芋名月

《場　所》十日町市宮田町1－5

東北電力㈱十日町営業所クッキ

ングスタジオ「えぷろん」

《参加費》500円

《定　員》18名　エプロン持参

《申込先》　盈0257－52－3107

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
…
…

　
　
　
　
　
　
蕪
瀞
懲
　
藻

／
言
　
2
受
年
金
、
共
済
組
合
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ

／
1
』
灘
格
期
間
（
楼
踊
遜

　
　
　
　
　
　
騨
野
㊥
　
　
　
　
せ
ば
年
金
か
受
け
ら
れ
ま
す

　
　
　
蛋
署
ゼ
．
｝
　
老
齢
の
年
金
は
毘
年
金
や
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
＾
静
◎
繍
い
他
の
年
禽
つ
な
い
で
年
金
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
厚
励
　
　
　
る
場
合
も
　
原
則
と
し
て
2
5
年
以
上



O

「
夢
暁
懐
想
抄
」

夢
う
つ
つ
春
は
暁
雪
凍
み
渡
り

　
懐
か
し
い
想
い
つ
ら
つ
ら
あ
り
き

　
　
　
　
あ
ん
こ
ぞ
り

　
春
ま
だ
浅
い
雪
国
の
朝
は
、
雀
の

鳴
き
声
と
共
に
目
を
覚
ま
し
ま
す
。

　
前
の
晩
に
は
相
当
冷
え
込
ん
だ
な

と
思
う
と
、
朝
に
は
雪
原
は
す
べ
て

凍
み
渡
り
、
白
い
雪
の
上
を
カ
ン
ジ

キ
を
つ
け
ず
に
歩
い
て
い
け
ま
す
。

　
そ
ん
な
朝
に
は
、
決
ま
っ
て
大
人

が
作
っ
て
く
れ
た
「
あ
ん
こ
ぞ
り
」

を
も
っ
て
遊
び
に
出
か
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
な
わ
ら
　
　
く
ず

「
あ
ん
こ
ぞ
り
」
と
は
、
稲
藁
の
屑

　
　
　
　
　
　
　
し
ば

を
取
っ
て
中
程
を
縛
り
、
更
に
先
の

方
を
折
り
返
し
て
縛
り
、
大
き
な
テ

ル
テ
ル
ボ
ウ
ズ
み
た
い
に
し
、
そ
れ

に
綱
を
つ
け
て
雪
の
斜
面
を
馬
乗
り

に
し
て
滑
り
ま
す
。

　
滑
り
易
い
よ
う
に
雪
に
当
た
る
面

に
山
竹
を
差
し
た
り
し
ま
す
。

　
長
い
冬
の
間
は
、
踏
み
固
め
た
細

蕊

高

橋

由
心

〃

て

埼
玉
県
三
芳
町
在
住

　
寺
田
・
沢
出
身

い
道
以
外
は
歩
け
な
い
毎
日
で
す
。

　
で
も
、
今
朝
は
何
処
へ
で
も
歩
い

て
行
け
ま
す
が
、
そ
の
日
は
調
子
に

乗
っ
て
遠
出
を
し
て
し
ま
い
、
急
な

斜
面
を
滑
り
下
り
る
と
そ
の
ま
ま
川

の
縁
ま
で
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
崖
に
も
等
し
い
そ
の
斜
面
は
滑
っ

て
登
れ
ず
、
泣
け
ど
叫
べ
ど
誰
も
来

て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

　
川
は
山
の
雪
解
け
水
が
急
流
と
な
っ

て
音
を
立
て
て
流
れ
て
い
ま
す
。

　
流
れ
の
縁
の
日
溜
り
に
山
椿
の
赤

い
花
が
雪
国
の
遅
い
春
を
告
げ
て
咲

い
て
お
り
ま
し
た
。

　
や
が
て
、
日
が
高
く
昇
る
こ
ろ
、

雪
は
徐
々
に
緩
ん
で
き
て
よ
う
や
く

斜
面
を
昇
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
家
へ
の
土
産
は
、
春
を

告
げ
る
山
椿
の
花
で
し
た
。

凍
む
雪
を
踏
み
し
め
探
す
山
里
に

　
春
を
告
ぐ
る
や
山
椿
の
花
　
夢
暁

、盛7

久

　
　
　
　
旅
立
ち
　
そ
し
て
…

　
天
も
地
も
凍
り
つ
く
程
の
寒
い
夜

が
明
け
る
と
、
雪
国
の
白
銀
の
世
界

は
朝
日
を
浴
び
て
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い

て
お
り
、
雪
面
は
固
く
凍
り
つ
い
て

何
処
ま
で
も
歩
い
て
行
け
ま
す
。

　
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
ク
を
持
ち
、
あ
ね

さ
と
友
人
に
送
ら
れ
、
十
キ
。
ほ
ど
歩

い
て
、
更
に
バ
ス
と
汽
車
で
…
。
都

会
へ
就
職
の
た
め
の
十
五
歳
の
春
の

旅
立
ち
で
し
た
。

　
幸
い
就
職
先
で
は
夜
間
な
が
ら
も

進
学
さ
せ
て
く
れ
、
二
十
三
歳
で
学

業
を
終
え
て
今
の
会
社
に
就
職
し
、

そ
ろ
そ
ろ
三
十
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
寺
田
分
校
の
ク
ラ
ス
は
十
八
人
で

し
た
が
、
そ
の
う
ち
半
分
以
上
は
首

都
圏
に
在
住
し
て
お
り
ま
す
。
有
志

が
集
ま
り
、
寺
田
会
と
称
し
て
年
に

二
回
ほ
ど
、
六
・
七
人
が
メ
ン
バ
ー

の
自
宅
に
お
邪
魔
し
、
女
性
は
料
理

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　　　　　　　椰　8　　　　　　　　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　　一　」　　　　　　　　　　　　　　一　9　　　　　　　　　　　　　　－　」　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　一　9　　　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　　　一　θ　　　　　　　　　　　　一　」　　　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　　　一　」　　　　　　　　　　　一　曜　　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　一　9　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　－　9　　　　　　　　－　9　　　　　　　禰　9　　　　　　　－　9　　　　　　一　’　　　　　　一　一　　　　　　層　一　　　　　碑　一　　　　　層　一　　　　曹　’　　　　一　8　　　曹　r　　　口　9　　　層　β　　層　9　　岬　9　畠　9　薗　9　薗　r一　ρ一　9

9／8　ゴルフ　大宮ゴルフク
　　ラブでのコンペの参加者は

　　12名（東京松代会主催）優

　　勝市川文平（松代）スコア

　　（39・38）準優勝高橋利雄

　　なお次回は明年4／6同ク
　　ラブで行う。

　　圖鈴木彦平智0492－43－0981

11／15　カラオケ　草加市の関谷

　　孝宅で大会開催　正午開演
　　［囲片山徳重暦045－501－5g84
　　　　　　　　　　　　けいせい
12／12　観劇　文楽入門「傾城
　　こいびきやく
　　恋飛脚」於国立小劇場　解

　　説パンフ付　近松門左衛門

　　の名作　￥3，200円

　　圖市川昭二盈03－3999－3001

《ひろば》

　新潟県人会館では平成10年9

月6日よケ）毎月曜日を休館とし
ました。年末年始（12／29～1／3）

と国民の祝祭日は従来通り休館。

ノ墨鍍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
諸
》
東
涌
（
H
祭
無

古
小
　
　
　
　
　
　
　
平
な
ど
1
7
長
東
3
0
た
入
販
事
味

東
だ
　
　
　
8

　
　
り

　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
い

11／10　第5回企画委員会
　　　　於県人会館（18：00～）

　①新年会実行委員会、

　　　　　準備状況報告

　②平成11年度会費納入依頼状

　　など諸準備と会員名簿整理

を
持
ち
寄
っ
た
り
し
て
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　
年
に
一
回
は
一
泊
の
旅
行
に
、
と

き
に
は
故
郷
の
近
く
の
温
泉
宿
で
在

住
の
中
学
の
同
期
も
集
ま
り
ま
す
。

一
晩
中
笑
い
声
は
絶
え
ま
せ
ん
。

　
中
学
の
ク
ラ
ス
会
も
名
簿
作
り
か

ら
始
め
、
第
一
回
は
寺
田
会
が
中
心

に
な
り
、
メ
ン
バ
ー
の
自
宅
で
寿
司

詰
め
状
態
の
盛
況
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
集
落
毎
の
持
ち
回

り
で
何
回
か
開
か
れ
て
お
り
ま
す
。

i　IO／17　東京十日町会総会　会　　　　恋飛脚」於国立小劇場　解
ヨ

i　　長　涌井巽於キャピトル　　　説パンフ付近松門左衛門
ミ

i　　東急（16：40）　　　　　　　　の名作　￥3，200円
ミ

i　IO／30～11／1「ニューにいが　　　　圖市川昭二盈03－3999－3001
ヨ

1　　たの祭典」　於東京ドーム　　《ひろば》
ヒ

i　　入場無料　特産物など多数　　　新潟県人会館では平成10年9
ミ

i　　販売、8年にわたるこの行　　月6日よケ）毎月曜日を休館とし
ヨ

i　　事も今年で一応終る。　　　ました。年末年始（12／29～1／3）
ヨ

1　《趣味の会》　　　　　　　　　　と国民の祝祭日は従来通り休館。
…

　
そ
の
後
名
簿
調
べ
は
続
き
、
何
年

か
し
て
奇
跡
的
に
全
員
の
消
息
が
判

明
し
驚
喜
し
た
も
の
で
す
。

　
西
暦
二
千
年
の
秋
に
は
、
寺
田
近

く
の
芝
峠
温
泉
で
ク
ラ
ス
会
を
と
、

先
日
下
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
山
平
中
学
校
第
十
五
期
生
の
皆
様

協
力
と
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

足
曳
き
の
山
踏
み
越
え
し
学
舎
の

　
友
垣
つ
な
ぐ
一
筋
の
糸
　
　
夢
暁

12



露
蕨
灘
、
烈
洲

　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
じ
　
ロ
　
　
　
　
ア
き
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ロ
　
　
　
ほ
　
い

茸
罷
轟
澱
聯
・

　
　
短
　
　
　
　
歌

　
　
　
　
　
そ

秋
風
は
立
ち
初
め
ぬ
ら
し
さ
や
さ
や

と
櫻
大
樹
の
葉
の
揺
れ
止
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

つ
　
ゆ
　
あ

梅
雨
明
け
の
宣
言
の
な
く
盆
迎
え

雨
降
る
今
日
は
長
ズ
ボ
ン
は
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
行
く
雲
を
見
や
る

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

間
は
病
床
に
臥
す
我
を
忘
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
ま
す
み

老
眼
鏡
に
疲
れ
を
覚
え
い
つ
か
ら
か

眉
間
に
し
わ
寄
せ
目
を
細
め
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
籾
　
　
コ
メ

林
間
の
匂
ふ
坂
道
登
り
来
て
山
鳩
鳴

　
　
　
　
も
く

け
り
こ
こ
杢
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
念

　
　
し
ぶ
み
句
会

白
萩
の
ほ
こ
ろ
び
そ
め
し
寺
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

警
報
の
続
き
続
き
て
梅
雨
明
け
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

片
こ
と
で
指
さ
す
曽
孫
盆
燈
篭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

足
音
を
忍
ば
せ
て
聞
く
ち
ち
ろ
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

秋
出
水
流
木
土
管
を
ふ
さ
ぎ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

シ
ル
バ
ー
の
揃
い
手
拭
踊
の
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

秋
祭
太
鼓
の
音
も
澄
み
わ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

こ
の
村
の
自
慢
の
神
輿
繰
り
出
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

雨
天
曇
天
稲
穂
中
々
色
づ
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

稲
雀
追
へ
ど
又
来
て
田
に
沈
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

冷
蔵
庫
占
領
し
て
る
西
瓜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
　
正

　
　
蒲
生
句
会

朝
露
を
落
し
サ
ル
ビ
ア
燃
え
は
じ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

土
砂
の
下
稲
穂
の
う
め
き
雨
の
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

学
校
田
稲
刈
る
子
等
の
頬
被
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

子
が
呉
れ
し
ネ
ク
タ
イ
し
め
て
敬
老

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

村
に
嫁
途
絶
え
て
久
し
秋
茄
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
り
や
　
ア

紫
蘇
の
実
の
香
り
た
だ
よ
う
厨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

夕
暮
の
軒
に
紅
濃
き
唐
辛
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

稲
の
香
や
み
な
目
つ
む
り
て
六
地
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
多
年
草
の
中
で
低
温
、
高
温
や
乾

燥
な
ど
の
不
良
環
境
に
耐
え
る
た
め

に
、
地
下
部
の
根
や
茎
な
ど
が
太
く

な
り
、
養
分
を
貯
蔵
す
る
器
官
と
な
っ

た
植
物
群
を
特
に
球
根
類
と
い
い
ま

す
。
中
で
も
、
秋
に
植
え
つ
け
、
冬
～

春
に
生
長
し
、
春
～
初
夏
に
開
花
し

て
後
に
球
根
が
成
熟
し
休
眠
に
入
る

種
類
を
秋
植
え
球
根
と
い
い
、
冬
季

の
鉢
花
や
春
花
壇
の
花
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
．

　
植
え
込
み
の
適
期
で
す
。
良
い
球

根
を
入
手
し
て
植
え
ま
し
よ
う
。

灘
叢

ρ
鮮
や
か
な
花
色
と
ボ
リ
ュ
ー
ム

の
あ
る
花
形
な
ど
、
現
代
感
覚

あ
ふ
れ
る
豪
華
な
鉢
花
と
し
て

人
気
が
あ
る
。

▲ラナンキュラス（キンポウゲ科）

圏
　
　
　
　
出
題
　
名
人
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
生
き
（
7
手
ま
で
）

　
●
ヒ
ン
ト
…
白
の
一
子
の
取
り
方
に

　
　
工
夫
を
。

　
　
3
分
で
初
段
、
1
分
で
三
段
以
上
。

　　　　　　　　　　　　　　o〆ソ吾手

冬、＞ヂ⊆、）6ム．！“ど、5）儲⊃≠工‡み6

4∠り・4劉㌧σ手、）鶏圭母（∂し茸v写

（0そユ1蕾Q冬耳ンコq辞馨ユヂ乙蕾」．

將ユ圭暫轟（∂g狙マ1蕾〈鋸ヨr妥罪〉
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　　　　羨く
おつ・．

　
酒

　
蛎

O
巻

ゆ
　　噸麹鵬齢
　　　こうへい
山岸興平くん

　　5　歳
太平・やまぎしや

　　　たかお
柳　　貴生くん

　　5　歳
苧島・さじん

暮らしなんでも相談

相談料　無料

　　　　手紙での相談

　税金、相続、教育、健康や園

芸など日常の暮らし全般の悩み

やトラブルについて、専門家が

お手紙で相談にお答えします。

　郵便ですので、お忙しい方に

最適です。相談内容は秘密厳守

いたします。お気軽にご利用く

ださい。

　相談内容と返信用封筒を同封

して相談を郵送願います。

【相談先】〒951－8113新潟市寄居

　　町332－38　労金本店内

　　　　　暦025－228－3411

　働新潟県勤労者福祉厚生財団

　　「暮らしなんでも相談室」

毎月第2月曜日は

仕事と健康を考える日

　いま「過労死」が話題になっ

ています。働労災年金福祉協会

では、医師等の専門家にもご協

力いただき、「過労死」などのご

相談に応じています。お気軽に

ご相談ください。

　フリーダイヤルによる電話で

の相談でも結構です。

　なお、相談は無料で、秘密は

厳守されますのでご安心を。

【日時】毎月第2月曜日

　　　午前10時～午後4時
【場所・電話先】

　財団法人　労災年金福祉協会

　　　　新潟労災年金相談室
　新潟市東大通2－5－8

　　東大通野村不動産ビル2階

　　　　　　　醍1晒0120－603114

薬品」・食品の保管管理を

　　徹底しましょう！

　和歌山市や新潟市などで発生

した薬物中毒事件については、

テレビ、新聞等の報道によ1）す

でにご存じのことと思います。

　皆さんが職場や家庭などで取

り扱う薬品類の中には、誤って

飲んだり、目に入れたり、皮膚

に付けたを）すると健康被害を及

ぼす有毒なものもあります。

　薬品管理が不適切な状態が続

くと、思わぬ事件や事故を引き

起こすことにな1）かねません。

　薬品類の保管管理には次の点

に注意し、万全を期してくださ

るようお願いします。

①飲食物と区別して保管する。

②飲食物の容器に移し換えない。

③子どもの手の届くところには

　保管しない。

④毒物、劇物などあらかじめ有

　毒であると判断されるものは、

　鍵のかかる場所に保管する。

⑤定期的に薬品類の残りや在庫

　の確認を行う。

⑥盗難されたと思われる場合は

　最寄りの警察署に届け出る。

⑦むやみに廃棄しない。

　皆さんのちょっとした努力が

同種の事件や事故の発生防止に

なると考えます。ご協力をお願

いします。お問い合わせは、

■新潟県福祉保健部医薬国保課

　盈025－285－5511　内2556～59

■上越保健所　奮0255－24－6133

ちびっ子集まれ！

■IO月18日（日）AMIO：00～PM3：00

■松代町役場裏　駐車場広場

　　　　　（雨天：周辺車庫）

身近な飲食物にご用心！

　ちょっと待って／
　だいじょうぶですか

　　　　その食べ物・飲み物

　和歌山市などの薬物中毒事件

をはじめとして、身近な食品や

飲料に有毒薬品が混入される事

件が全国的に発生しています。

これは大変卑劣な犯罪です．

　あなたが事件に巻き込まれな

いためにも不審なもの、拾った

ものなどを安易に口にしないよ

う注意しましょう。

　また、お子さんには特によく

お話してください。

①いつもと違って濁っていたり

　違う色だったりしませんか。

②臭い匂いや刺激臭がしません

　か。

③包装や容器に異常は？

④いつもと違って苦い味がしま

　せんか。舌がしびれるような

　味はしませんか。

《お問い合わせは》

■新潟県福祉保健部

　　盈025－285－5511ま，たは、

■上越保健所暦0255－24－6133

癸土地基本調査

癸建物調謹灘鍵協灘遜1

　11月に全国で「法人土地基本

調査及び法人建物調査」が行わ

れます。調査結果は統計資料と

して公表されるほか、土地政策

を的確に実施するための基礎資

料などとして活用されます。

　皆様のご理解とご協力をお願

いします。

14i



霧融灘

灘
h
、

縫謹．

（□　　10月は

　　土地月間

懇

1　土地取り引きを行ったら…

　国土利用計画法第23条第1
項の規定により、大規模な土

地については売買等の取り引

　きをした場合は、土地の権利

取得者（売買の場合は買主）

は土地の利用目的、取引価格

等を契約締結後2週間以内に

土地の所左する市役所または

町村役場を通じて県知事に届

け出る必要があ｝）ます。

　※届出の必要な土地売買等の

　　　　　　　　　面積要件
　・市街化区域　　2，000m2以上

　・市街化区域以外の

　都市計画区域5，000m2以上

　・都市計画区域外

　　　　　　　10，000m2以上

2　届出を行うと…

　県知事は、適正かつ合理的

な土地利用を図るため、届出

のあった土地の利用目的に関

　し必要な助言・勧告等を行う

場合があン）ます。

3　届出をしなかったら…

　次の場合には、国土利用計

画法違反とな『）、6か月以下

の懲役または100万円以下の罰

金に処せられる場合がありま
す。

①届出が必要であるにもかか

わらず、契約締結後2週間以

内に届出をしなかった場合。

②届出について虚偽の届出を

　した場合。
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ダイオキシンが発生／

　　ごみの焼却は

　　　　　やめましょう

　ダイオキシンによる環境や健

康への悪影響が近年問題になっ

ています。ダイオキシンは塩化

ビニールだけでなく、紙などが

燃える時にも発生します。

　ダイオキシンは小型焼却炉や

ごみの野焼きによ｝）大量に発生

するといわれています。皆様の

ご家庭でも、環境汚染や健康影

響を防止するためにも安易なご

みの焼却は慎み、町のごみ収集

日にごみをお出しください。

《お問い合わせ》

　役場住民課　国保衛生係まで

を

ご存じですか？

　松代町国民健康保険に加入さ

れている方で、会社などを退職

し、年金を受けられる方は、老

人保健の適用を受けるまでの間

『退職者医療制度』で医療が受け

られます。その際、診療を受け

られるときの自己負担額は、二

割となります。

　次に掲げる「対象となる方」

にすべて該当される方は、役場

住民課まで届出をお願いします。

【退職者医療制度の

　　　　　　対象となる方】

①国保に加入している方

②老人保健の適用を

　　　　　　受けていない方

③厚生年金や各種共済組合など

　の年金を受けられる方で、そ

　の加入期間が20年以上、もし

　くは40歳以降10年以上ある方

【届出に必要なもの】

国保の保険証・年金証書・印鑑

　なお、詳細については国保世

帯に配布しました小冊子「あん

しん国保」26・27㌻をご覧くだ

さい。

　　補穂器梱談饗

【日　時】10月27日（火）

　　　　午後2時～3時30分
【場　所】渋海荘

　　　蕎年海外協力隊

10姦度募集説明会

　　　　　　　　　（新潟県）

10月20日（火）万代市民会館

　　　　新潟市東万代町9－1

10月26日（月）アトリウム長岡

　　　　長岡市弓町1－5－1

11月6日㈹　ワークパル上越

　　　　上越市大字下門前477

11月9日（月）柏崎勤労者青少年

　ホーム　柏崎市諏訪町6－6

11月13日㈹　新潟ユニゾンプラ

　ザ　　　新潟市上所2－2－2

　青年海外協力隊は、自己の有

する技術や経験を活かして、ア

ジア、アフリカ、中近東、中南

米、大洋州及び東欧諸国の国造

りに協力する青年の海外ボラン

ティア活動です。

　昭和40年度から始まった国の

事業で、すでに66力国に18，000

名を越える青年男女が派遣され

目下、59力国約2，200名が活躍中

です。

　募集説明会では、協力隊事業の

紹介映画の上映、帰国隊員の現地

での体験報告、応募要領の説明

及び個別相談等を行います。応

募要領の概略は次のとお1）です。

【資格】　20歳以上39歳までの

日本国籍を持つ心身ともに健康

な青年男女

【募集期問】

　　　10月15日休）～11月30日（月）

【応募方法】　青年海外協力隊

所定の願書を協力隊事務局に11

月30日までに郵送（当日消印有
効）

【募集規模】約140職種800名を

募集、派遣予定国は約60力国

【派遣前訓練】　約80日間（語

学訓練、交通安全講座等）

【派遣期問】原則として2年間

【待遇等】現地生活費等は青年

海外協力隊事務局で負担します。

【照会先】

〒336－0002埼玉県浦和市北浦和

杢5－5国際協力事業団関東支部

　　暦048－834－7770または、

〒950－8570新潟県企画調整部

　国際交流課環日本海企画室
奮025－285－5511内線2129・2219
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松
代
に
戻
っ
て
以
来
、
同
級
生
を

は
じ
め
何
人
か
の
知
人
が
こ
の
コ
ー

ナ
ー
に
登
場
し
、
自
分
に
も
い
つ
か

は
…
と
不
安
と
期
待
を
抱
き
つ
つ
、

早
や
二
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
先
月
号
で
も
某
同
級
生
の
息
子
さ

ん
が
、
わ
ず
か
二
歳
に
も
か
か
わ
ら

『
私
の
戯
冒
』

基さん中村

（松代・中西屋）

　
　
た
ぐ
　
　
ま
れ

ず
、
類
い
稀
な
観
察
眼
で
家
族
に
対

す
る
愛
情
を
熱
く
語
っ
て
お
り
（
？
）

あ
ま
り
の
感
動
に
涙
し
た
ば
か
り
で

し
た
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
そ
の
感

動
の
直
後
、
つ
い
に
自
分
に
も
こ
の

栄
誉
が
回
っ
て
き
た
と
い
う
わ
け
で

す
。　

昨
年
よ
り
津
南
町
の
老
人
保
健
施

設
で
働
き
始
め
、
よ
う
や
く
仕
事
に

も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
当
初
、
老
人

保
健
施
設
が
ど
の
よ
う
な
所
な
の
か

充
分
な
知
識
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
近
頃
で
は
介
護
保
険
の
導
入

を
間
近
に
控
え
、
福
祉
に
対
す
る
関

心
も
増
し
て
き
て
い
ま
す
し
、
来
年

に
は
隣
の
町
に
も
老
人
保
健
施
設
が

で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、
よ
り

一
層
誰
に
で
も
身
近
で
切
実
な
問
題

と
し
て
老
人
福
祉
は
と
ら
え
ら
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
老
人
保
健
施
設
が
い
か
な
る
も
の

で
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
の
か
、
手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
等
は
役
場
の
担
当
へ
行
っ
て

い
た
だ
く
事
と
し
て
、
こ
の
一
年
半

の
経
験
を
踏
ま
え
た
中
で
感
じ
る
事

を
少
し
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
施
設
で
は
、
本
当
に
人
そ
れ
ぞ
れ

様
々
な
事
情
を
持
ち
、
多
く
の
お
年

寄
り
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
方
々
に
多
か
れ
少
な
か
れ

感
じ
と
れ
る
も
の
は
、
現
役
を
引
退

し
た
人
間
と
い
う
思
い
こ
み
と
、
そ

こ
か
ら
来
る
淋
し
さ
の
よ
う
な
も
の

で
す
。
い
く
ら
か
身
体
の
自
由
が
利

く
方
は
何
か
に
つ
け
て
職
員
の
手
伝

い
等
も
し
て
く
れ
、
毎
日
を
明
る
く

過
ご
さ
れ
て
い
る
方
々
も
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
何
か
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
、
そ
こ
に
自
ら
の
存
在
価
値

を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に

も
思
え
る
の
で
す
。
私
達
に
で
き
る

の
は
、
そ
う
い
っ
た
方
々
の
そ
の
人

自
身
を
受
け
入
れ
認
め
る
こ
と
に
よ

り
、
生
涯
現
役
で
あ
り
続
け
ら
れ
る

よ
う
お
手
伝
い
す
る
こ
と
な
の
か
も

　
　
　
し
れ
ま
せ
ん
．

　
　
　
　
若
輩
者
の
戯
言
く
ら
い
に

　
　
　
お
読
み
く
だ
さ
い
。
原
稿
の

　
　
　
残
り
行
数
も
少
な
く
な
っ
た

　
　
　
た
め
最
後
と
な
り
ま
す
が
、

　
　
　
そ
の
う
ち
に
ま
た
、
こ
の
紙

　
　
　
面
上
で
皆
様
と
お
会
い
で
き

　
　
　
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

　
　
　
ま
す
．

　男　2，243人　　（＋1人）

　女2，278人（＋2人）
　計4，521人（＋3人）
世帯数1，445世帯（＋1世帯）

　出生2人　　死亡3人
　転入8人　　転出4人
　　　（10年9月末日現在）

　　人ロの動き

《》團回

日～9月25日）

幸せ多い人生を（婚姻）

高橋　　勝・横田さと子さん

　　　　　（莇平・そいん）
小島　正志・山賀　綾子さん

　　　（松代・小島屋商店）

げんきな良い子に（出生）

　　　こうじん
西潟　弘甚駕、・弘明・理香さん

　　　（男の子・福島・かみ）
　　　はる　か
加藤　榛夏㌧、・憲一・菜穂子さん

　　　　　　（女の子・松代）
　　　ふう　か
柳　　風花㌧・幸伸・志津子さん

　（女の子・松代・みどりや）

ご冥福を祈ります（死亡）

佐藤ヨシノさん　　　　　93歳

　　　　　（室野・いんきょ）

萬羽　一吉さん　　　　　84歳

　　　　　　（松代・まんば）

今月の納税

第3期町民税

納期限　11月2日（月）

※口座振替の方は28日㈱

圃
園
圓
囹

▼
見
え
ざ
る
敵
と
は
こ
ん
な
に
も
恐
ろ

し
い
も
の
か
。
彼
岸
の
真
っ
た
だ
中
、

そ
れ
も
夜
間
に
押
し
か
け
た
台
風
七
号

は
、
姿
・
形
も
見
せ
な
い
ま
ま
町
内
各

地
に
襲
い
か
か
り
ま
し
た
。
風
の
通
り

道
と
な
っ
て
屋
根
の
損
壊
や
農
作
物
で

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
御
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
▼
台
風
の
襲
来
時
に

停
電
さ
れ
た
ご
家
庭
も
あ
り
ま
し
た
が
、

台
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
の
く
ら
い
の

も
の
で
し
よ
う
か
。
手
元
の
文
献
を
見

る
と
台
風
を
維
持
す
る
に
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
約
一
億
本
の
列
車
を
動
か
す

量
に
相
当
す
る
と
あ
り
ま
し
た
。
大
変

な
怪
物
と
戦
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
▼
神
無
月
は
十
月
の
雅
語
、
諸
国

の
神
々
が
出
雲
大
社
へ
集
ま
る
と
か
。

彼
ら
が
留
守
の
間
に
何
を
し
ま
し
よ
う

か
。
飲
ん
で
歌
っ
て
…
、
読
書
や
体
力

づ
く
り
も
必
要
で
す
。
そ
し
て
交
通
安

全
、
火
の
用
心
！
欲
ば
り
過
ぎ
か
な
？
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